
入試問題 算数Ⅱ
入試問題の図形問題の中から、「補助線」をどう引くか？を考える問題を、麻布学園、桐光学

園、世田谷学園、鴎友学園から４問選びました。「補助線」の引き方次第で、さっと正解を見つけられ
し だ い

たり、逆に、あらぬ方向へいって時間を浪費したりしてしまいます。
ろ う ひ

【１】 小問（１）が（２）のヒントになっていて、そのヒントからどんな補助線を引くか？という問題として、麻布

学園の入試問題を解いてみましょう。

麻布学園

□２ 右の図のように、半径５ｃｍの半円を、４つの直線によって

ア、イ、ウ、エ、オの５つの部分に分け

ます。ここで、図の点Ｃ、Ｄ、Ｅは直径ＡＢを４等分する点です。

また、○印のついた４つの角の大きさはすべて４５°です。

このとき、以下の問いに答えなさい。

（１） アの面積は何ｃｍ ですか２

（２） イとエの面積の和からウとオの面積の和を引くと、何ｃｍ になりますか。２

必要ならば、右の図を自由に用いてかまいません。

（１） アの面積は、いわゆる「レンズ型」の半分だから、５年生でも容易に解けます。

５×５×０．５７÷２＝７．１２５（ｃｍ ）となります。２

（２） イとエの面積の和と、ウとオの面積の和を、それぞれ求めようとしても、当然求められません。また、

おうぎ形をふちどったり、同じ部分を加えても差は変わらない「差一定」の考え方を使っても解けません。

そこで、「なぜ、（１）の設問があるのか？」と考えて、（１）のアの図を利用するために、下の図１の

ように、Ａから４５°の補助線を引いてみると、●や▲のように、面積の等しい部分が見つかります。

すると、相似比と面積比の関係から、図１のカ・キ・ク・ケの面積比は、１：３：５：７となり、（カ＋ク）：

（キ＋ケ）＝６：１０となり、その差は４です。ここで、カの面積は１ですから、差の４は、２．５×１．２５÷２

×４＝６．２５（ｃｍ ）となります。２

または、図２のように、Ｃ、Ｄ、Ｅから同様に補助線を引いて見ると、○や△の面積の等しい部分が

見つかり、イとエの面積の和の方がウとオの面積の和より、○２個分多くなります。よって、○の正方形

の対角線が２．５ｃｍだから、○２個分の面積は、２．５×２．５÷２×２＝６．２５（ｃｍ ）となります。２

＊（2）だけをいきなり問わず、（1）の小問を導入したところが、麻布らしい良問でした。
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【２】 出題の狙いを考えて、自分の知っている基本的な考え方を使うために、どのような補助線を引く
ね ら い

か？という問題として、桐光学園の問題を解いてみましょう。

この問題は、桐光学園の□１ でよく見られる、いわゆる「止め問」となるような問題で、すぐに、出題の
狙いや解法の見当がつかなければ、後回しにしてよいでしょう。

桐光学園

□１
（５） 右の図は１辺が１０ｃｍの正方形ＡＢＣＤで、

四角形ＰＦＣＧの面積が１０．５ｃｍ のとき、斜線
しゃせん

２

部分の面積は ｃｍ です。２

まず、右の図１の「アとイの面積の和は長方形

の面積の半分になる」という基本的な考え方があ

ります。図２で、アとイをそれぞれ４等分すると、ウと

エの面積の和は、長方形の面積の、 × ＝

（倍）になります。この考え方を本問に使うこと

がわかれば、図３のＡＰとＣＰの２本の補助線を引く

ことになります。

ＡＥ＝ＣＧ＝４ｃｍだから、カとクの面積の和は、

正方形の面積の、 × ＝ （倍）となり、

ＡＨ＝ＣＦ＝２ｃｍだから、ケとキの面積の和は、正

方形の面積の、 × ＝ （倍）となり、

カ とキ と ク とケの面積の和は、 １ ０× １ ０×

＝３０（ｃｍ ）となります。よって、斜線２

部分の面積は、３０－１０，５＝１９．５（ｃｍ ）となり２

ます。
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【３】 おうぎ形を含んだ複合図形では、「おうぎ形をふちどる」ことによって、図形の組み合わせを見つける
ふく

という基本的な考え方があります。この基本を使う問題として、世田谷学園の問題を解いてみましょう。

世田谷学園

□３ 半径６ｃｍの円の周を１２等分し、下の図のように２本の線を引きました。

このとき、次の問いに答えなさい。

（１） 図の①の角の大きさは何度ですか。

（２） 図の色のついた部分の面積は何ｃｍ ですか。２

まず、おうぎ形の中心から半径を引いて、「おうぎ形をふちどる」と、下の図１のように、ア、イ、ウ、エ

の４つの図形に分けられます。１２等分されたおうぎ形の中心角は３０度だから、アは中心角９０°の

おうぎ形、イは頂角が１５０°の二等辺三角形、ウは中心角が３０°のおうぎ形、エは頂角が９０°の

直角二等辺三角形になります。

（１） 「三角形の外角の定理」を応用す

ると、図２の、角カ＋角キ＋角ク＝角

ケとなります。そこで、図１のおうぎ形ア

の中心角は９０度、二等辺三角形イの

底角は、 （ １ ８ ０－１ ５ ０ ）÷２＝１ ５

（度）、直角二等辺三角形エの底角

は、（１８０－９０）÷２＝４５（度）となり

ます。よって、①の角の大きさは、９０－

（４５＋１５）＝３０（度）となります。

（２） おうぎ形アとウの中心角の和は、９０＋３０＝１２０（度）だから、２つのおうぎ形の面積の和は、６

×６×３．１４× ＝３７．６８（ｃｍ ）です。また、直角二等辺三角形エの面積は、６×６÷２＝２

１８（ｃｍ ）です。２

二等辺三角形イ（図４の三角形ＡＢＣ）で、ＡＢを底

辺としたときの、高さはＣＤとなります。図３の三角定

規の辺の長さの関係から、ＣＤの長さは、６÷２＝３

（ｃｍ）となるので、二等辺三角形イの面積は、６×３

÷２＝９（ｃｍ ）となります。２

よって、色のついた部分の面積は、３７．６８＋１８＋９

＝６４．６８（ｃｍ ）となります。２
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【４】 鴎友学園の定番とされる「平行四辺形と相似に関する問題」を解いてみましょう。鴎友学園の合

格を目指して勉強した受験者なら、迷わず補助線を引いて、正解したでしょう。

鴎友学園

□５ 図の平行四辺形ＡＢＣＤは、ＡＥ：ＥＦ：ＦＤ＝１：２：２、ＤＨ：ＨＣ＝１：１です。また、ＦＧとＤＣは平行です。

（１） ＡＩ： ＩＪ：ＪＨを最も簡単な整数の比で表しなさい。

（２） 四角形ＥＦＪＩの面積が１１ｃｍ のとき、平行四辺形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。２

まず、いわゆる「Ｚ型の相似形」を

作るために、ＡＨとＢＣを延長した補助

線を引き、その交点をＬとします。問

題文の辺の比の条件と、補助線を

引いてできた三角形の相似比から、

右の図のような辺の比がわかります。

（１） 三角形ＡＩＥと三角形ＬＩＣの相似形から、ＡＩ： ＩＬ＝１：５（和は６）で、三角形ＡＪＦと三角形ＬＪＧの相

似形から、ＡＪ：ＪＬ＝３：７（和は１０）となります。そこで、ＡＩ＋ＩＬ＝ＡＪ＋ＪＬとなり、和が等しいことに着目し

て「比をそろえる」ために、ＡＬ＝３０（６と１０の最小公倍数）とすると、ＡＩ： ＩＬ＝１：５＝５：２５、ＡＪ：ＪＬ＝３

：７＝９：２１となります。また、三角形ＡＨＤと三角形ＬＨＣの相似形から、ＡＨ：ＨＬ＝１：１＝１５：１５となりま

す。これらのことから、ＡＩ：ＩＪ：ＪＨ＝５：４：６となります。

（２） 平行四辺形ＡＢＣＤの面積を１倍とすると、三角形ＡＨＤは 倍で、三角形ＡＪＦは、

＝ （倍）です。そこで、三角形ＡＩＥは三角形ＡＪＦの、 （倍）だから、四

角形ＥＦ Ｊ Ｉは三角形ＡＪＦの、１－ ＝ （倍）となり、四角形ＥＦＪＩは、平行四辺形ＡＢＣＤの

＝ （倍）となります。よって、四角形ＥＦＪ Ｉの面積が１１ｃｍ だから、平行四辺形Ａ２

ＢＣＤの面積は、１１÷ ＝１５０（ｃｍ ）となります。２
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